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本
書
は
、
日
本
帝
国
主
義
が
傀
儡
政
権
を
つ
く
り
、
形
の
上
で
独
立
国
を

装
っ
た
「
満
洲
国
」
に
お
い
て
、「
満
人
」
文
壇
を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
活

躍
し
た
古
丁
に
つ
い
て
、
そ
の
作
品
と
思
想
の
内
実
を
周
辺
の
事
情
と
共
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
古
丁
に
限
ら

ず
、
当
時
の
「
満
洲
国
」
で
困
難
な
現
実
に
直
面
し
た
漢
民
族
知
識
層
の
姿

を
明
ら
か
に
し
、
中
国
近
代
文
学
史
に
お
い
て
未
だ
空
白
の
ま
ま
に
残
さ
れ

て
い
る
一
角
に
新
し
い
光
を
当
て
る
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
関
連
す
る
出
版
文
化
の
概
要
を
各
地
の
図
書
館
で
調
査
し
、
ま
た
実

地
踏
査
に
よ
り
、
都
市
と
農
村
の
生
活
の
変
化
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、

ま
た
存
命
の
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
た
。
こ
れ
ま

で
、
古
丁
を
日
本
の
協
力
者
と
見
な
す
か
、
そ
れ
と
も
「
愛
国
」
の
精
神
を

貫
い
た
と
見
る
か
、
と
い
う
二
つ
の
評
価
で
争
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、

ご
く
一
部
の
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
判
断
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
そ
の
問
題
は
、
結
局
、
古
丁
の
態
度
を
「
満
洲
国
」
体
制
側
に
対
す

る
「
面
従
腹
背
」
と
す
る
か
ど
う
か
に
絞
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
五
部
で
は
、
第
一
部
「
古
丁
の
生
涯
」、
第
二
部
「
翻
訳
活
動
」、
第
三

部
「
創
作
活
動
」、
第
四
部
「
編
集
出
版
活
動
」
そ
れ
ぞ
れ
の
考
察
を
総
合

し
、
結
論
を
ま
と
め
た
い
。
ま
ず
古
丁
の
思
想
的
変
遷
を
、
大
き
く
北
平
革

命
時
代
と
「
満
洲
国
」
時
代
と
に
分
け
、
後
者
を
『
明
明
』
期
、
事
務
会

『
藝
文
志
』
期
、
芸
文
書
房
期
の
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
一
．
北

平
時
代
、
二
．『
明
明
』
時
代
、
三
．
事
務
会
『
藝
文
志
』
時
代
、
四
．
芸
文

書
房
時
代
と
し
、
時
代
ご
と
に
整
理
す
る
。
最
後
に
、
五
．
今
後
の
課
題
と

展
望
を
加
え
、
巻
末
に
、
筆
者
が
新
た
に
掘
り
起
こ
し
て
確
認
し
た
資
料
の

一
覧
と
、
古
丁
の
年
譜
を
付
す
。
な
お
、
第
五
部
で
は
名
前
を
「
古
丁
」
に

統
一
す
る
。

一
．
北
平
時
代

長
春
の
そ
れ
な
り
に
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
育
っ
た
古
丁
は
、
満
鉄
が
そ

の
附
属
地
で
経
営
し
た
公
学
堂
、
南
満
洲
中
学
堂
で
早
く
か
ら
日
本
語
教
育

を
受
け
、
石
川
啄
木
の
短
歌
や
夏
目
漱
石
の
小
説
を
翻
訳
し
た
い
と
い
う
希

望
を
抱
く
文
学
青
年
に
育
っ
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、
関
東
軍
が
起
こ
し
た
満

洲
事
変
が
彼
の
運
命
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。

古
丁
は
北
平
（
北
京
）
に
逃
れ
、
一
九
三
二
年
に
北
京
大
学
に
再
入
学
す

る
。「
革
命
救
国
」
の
叫
び
が
渦
巻
き
、
世
界
大
恐
慌
の
た
だ
中
で
共
産
主
義

革
命
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
期
に
、
若
き
古
丁
は
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
北

方
部
の
組
織
部
長
と
な
る
。日
本
語
の
能
力
が
認
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

三
三
年
、
古
丁
は
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
品
や
文
芸
理
論
を
翻

訳
し
、
ま
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
な
ど
の
創
作
に
も
活
躍
。
中
国
共
産
党
が
主

導
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
支
援
と
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
構
築
の

た
め
に
働
い
た
。

彼
が
翻
訳
し
た
作
品
に
は
、
在
日
朝
鮮
人
作
家
、
朴
能
の
小
説
「
味
方
─
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二
．『
明
明
』
時
代

古
丁
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
没
落
し
た
家
族
と
日
本
帝
国
主
義
の
支
配
す

る
「
満
洲
国
」
の
現
実
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
町
、
長
春
は
、
名
を
新

京
と
変
え
、
満
鉄
の
誇
る
高
速
特
急
亜
細
亜
号
が
停
車
す
る
「
満
洲
国
」
の

首
都
と
な
り
、「
王
道
楽
土
」
を
夢
見
る
人
々
が
闊
歩
し
て
い
た
。
反
満
、
反

日
、
共
産
主
義
思
想
を
持
つ
人
び
と
は
激
し
い
弾
圧
を
受
け
、
新
文
化
運
動

の
中
で
、
魯
迅
が
「
人
を
食
う
」
と
言
っ
た
「
礼
教
」
が
復
活
し
て
い
た
。

古
丁
に
と
っ
て
頼
れ
る
の
は
日
本
語
の
能
力
だ
け
で
、
生
活
の
た
め
に
よ
う

や
く
下
級
官
吏
の
職
を
得
、
結
婚
も
す
る
。
だ
が
、
心
が
晴
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

や
が
て
、
北
平
や
上
海
で
革
命
運
動
に
参
加
し
た
後
に
挫
折
し
て
故
郷
に

戻
っ
た
、
境
遇
を
同
じ
く
す
る
仲
間
た
ち
と
「
芸
術
研
究
会
」
を
結
成
し
、

文
学
談
義
と
酒
に
憂
さ
を
晴
ら
す
生
活
が
し
ば
ら
く
続
く
。

三
七
年
二
月
、
小
説
「
光
の
な
い
世
界
」（
没
亮
世
界
、
後
「
莫
里
」
に
改

題
）
を
、
当
時
奉
天
（
瀋
陽
）
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
新
青
年
』
第
四
七
・

四
八
合
併
号
に
発
表
す
る
。「
私
」
は
、
か
つ
て
北
京
で
革
命
思
想
を
教
え
て

く
れ
た
莫
里
と
五
年
ぶ
り
に
新
京
で
再
会
す
る
。
だ
が
、
彼
は
今
や
警
察
官

と
な
り
、
ア
ヘ
ン
を
吸
引
し
、
梅
毒
患
者
に
成
り
果
て
て
い
た
、
と
い
う
物

語
で
あ
る
。
他
に
も
、
こ
の
時
期
の
古
丁
は
、
中
国
の
近
代
文
学
に
は
珍
し

民
族
主
義
を
蹴
る
」、「
文
芸
戦
線
」
派
の
岩
藤
雪
夫
の
小
説
「
紙
幣
乾
燥
室

の
女
工
」、
日
本
共
産
党
の
指
導
者
、
古
川
荘
一
郎
（
蔵
原
惟
人
）
の
論
文

「
芸
術
理
論
に
於
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め
の
闘
争
─
忽
卒
な
覚
え
書
」
等

が
あ
る
。
朴
能
の
小
説
を
翻
訳
し
た
の
は
、
無
産
階
級
の
民
族
を
超
え
た
連

帯
を
訴
え
る
た
め
で
あ
り
、
岩
藤
雪
夫
の
小
説
の
翻
訳
は
中
国
共
産
党
が

リ
ー
ド
し
た
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
支
援
す
る
た
め
、
蔵
原
論
文
の
翻
訳

は
中
国
の
左
翼
文
芸
理
論
構
築
の
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
翻
訳
方
法

は
基
本
的
に
直
訳
で
、
論
文
の
翻
訳
は
生
硬
だ
が
、
そ
れ
は
原
文
そ
の
も
の

の
調
子
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
。
小
説
に
は
、
中
国
の
現
実
に
合
わ

せ
て
中
国
風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
の
工
夫
も
見
ら
れ
る
。
言
葉
遣
い
は
労

働
者
の
口
語
に
近
い
語
彙
が
選
ば
れ
て
い
る
。

厳
密
に
は
思
想
的
立
場
が
異
な
る
も
の
の
、
当
時
の
日
本
の
左
翼
思
想
と

そ
の
表
現
方
法
を
吸
収
し
な
が
ら
、
古
丁
は
「
貴
重
な
経
験
─
天
津
恒
源
紗

厰
女
工
の
闘
い
」（
宝
貴
的
経
験
─
天
津
恒
源
紗
厰
工
人
的
闘
争
）
等
の
散
文

詩
も
書
い
て
い
る
。
言
葉
遣
い
は
や
は
り
労
働
者
の
口
語
に
近
く
、
わ
か
り

や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
学
生
時
代
の
古
丁
は
、
日
本
の
労
働
運

動
が
過
酷
な
弾
圧
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
関
す
る
知
識
に
乏
し

く
、
ひ
た
す
ら
理
想
を
追
い
求
め
て
突
き
進
む
傾
向
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

警
察
に
逮
捕
さ
れ
、
重
要
な
会
議
に
特
務
を
連
れ
て
来
た
疑
い
を
受
け
た
古

丁
は
、
傷
つ
い
た
心
を
抱
い
て
、
三
三
年
に
郷
里
に
帰
る
。
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詩
は
『
奮
飛
』［
一
九
三
八
］
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）。

『
明
明
』
で
古
丁
ら
が
掲
げ
た
方
針
は
、「
方
向
な
き
方
向
」「
書
い
て
刷

る
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
満
洲
国
」
の
支
配
層
の
望
む
方
向
で
も
、
ま
た

「
郷
土
文
芸
」
を
主
張
す
る
山
丁
ら
の
目
指
す
方
向
で
も
な
く
、
満
洲
に
新
文

学
の
機
運
を
作
り
出
す
た
め
の
方
策
で
あ
っ
た
。『
明
明
』
は
三
七
年
一
一

月
、
日
本
で
『
大
魯
迅
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
中
国
語

版
の
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
魯
迅
作
品
の
特
集
を
組
む
。
古
丁
は
そ
の
特

集
の
中
で
、
左
翼
用
語
を
避
け
な
が
ら
日
本
語
版
の
「
解
題
」
を
翻
訳
し
、

魯
迅
の
作
風
を
紹
介
し
た
。
中
国
社
会
を
批
判
・
風
刺
し
、
民
衆
啓
蒙
の
た

め
に
闘
っ
た
魯
迅
の
精
神
を
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が
そ
こ
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

古
丁
は
、
礼
教
の
下
で
育
っ
た
若
い
人
妻
が
、
愛
の
冷
め
た
夫
の
日
本
滞

在
中
に
不
倫
し
、
病
気
に
罹
っ
て
死
ぬ
と
い
う
、
短
編
小
説
「
皮
箱
」（
三
七

年
三
月
）
や
、
大
家
族
を
舞
台
に
、
新
旧
世
代
が
入
り
混
じ
り
混
乱
す
る
社

会
の
様
子
を
風
刺
し
た
「
百
枚
小
説
」
の
「
原
野
」（
三
八
年
三
月
）
等
を
、

『
明
明
』
に
発
表
。
ま
た
、
三
八
年
に
は
城
島
舟
礼
の
名
を
冠
し
た
「
城
島
文

庫
」
が
月
刊
満
洲
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
そ
の
第
一
冊
と
し
て
古
丁
の
短
編
小

説
集
『
奮
飛
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
古
丁
の
作
品
に
見
ら
れ
る
思
想
は
、「
苦
悶
」
と
「
闘
い
」
と

い
う
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
苦
悶
」
の
原
因

は
、
一
つ
は
革
命
の
失
敗
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
醜
悪
で
血
腥
い
「
封
建
」

く
、
左
翼
運
動
に
挫
折
し
て
「
満
洲
国
」
に
戻
る
知
識
人
を
題
材
に
し
た
小

説
を
書
い
て
い
る
。「
私
」
の
語
り
形
式
の
も
の
も
あ
り
、
日
本
の
同
時
期
の

「
転
向
小
説
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
年
、「
満
洲
国
」
が
掲
げ
た
「
民
族
協
和
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
内
実
を

与
え
る
た
め
に
、「
満
人
」
向
け
の
大
衆
娯
楽
雑
誌
を
発
行
す
る
計
画
が
支
配

者
側
か
ら
持
ち
上
が
り
、
古
丁
と
仲
間
た
ち
は
誘
い
を
受
け
る
。
そ
れ
に
対

し
て
古
丁
ら
は
、
青
年
知
識
層
向
け
の
雑
誌
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

月
刊
満
洲
社
の
社
長
だ
っ
た
城
島
舟
礼
は
そ
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
三
七
年

三
月
、「
満
洲
国
」
唯
一
の
中
国
語
総
合
雑
誌
『
明
明
』
が
創
刊
さ
れ
る
。
古

丁
を
は
じ
め
、「
芸
術
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
次
々
に
短
編
小
説
を
発
表
し
た
。

創
刊
か
ら
半
年
ほ
ど
経
ち
、
実
務
を
担
う
古
丁
ら
が
『
明
明
』
の
実
権
を

握
る
と
、
当
初
の
計
画
通
り
、
文
芸
雑
誌
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
く
。
当

時
、
蕭
軍
・
蕭
紅
等
の
左
翼
文
学
者
が
弾
圧
に
よ
っ
て
活
躍
の
場
を
奪
わ
れ

る
中
、「
満
人
」
文
壇
で
唯
一
の
文
芸
雑
誌
は
こ
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
。

こ
の
間
、
同
年
七
月
に
中
日
全
面
戦
争
が
始
ま
り
、
九
月
二
日
、
古
丁
は

『
盛
京
時
報
』（
瀋
陽
）
に
徐
長
吉
の
本
名
で
「
日
本
対
華
的
真
意
」
を
発
表

し
て
い
る
。
上
か
ら
の
命
令
で
書
い
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
日
本
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
羅
列
す
る
形
式
の
文
章
だ
っ
た
。
こ
の
経
験
が
後
に
、
自
ら
の

言
葉
を
書
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
こ
か
ら
何
と
し
て
で
も
逃
れ
よ
う
と
す
る

詩
人
の
苦
し
み
と
願
望
を
綴
っ
た
詩
「
昼
夜
─
あ
る
詩
の
な
い
詩
人
の
日

記
」（
晝
夜
─
一
個
無
詩
的
詩
人
的
日
記
）
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
の
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賞
し
て
名
声
を
獲
得
。『
原
野
』
を
表
題
作
と
す
る
「
満
人
作
家
選
集
」
が
日

本
で
刊
行
さ
れ
る
と
共
に
、「
満
洲
国
」
の
代
表
的
作
家
と
し
て
訪
日
も
し
た
。

こ
の
時
期
を
、「
転
換
」
と
「
漢
話
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ま
と
め
て
み
た

い
。「
転
換
」
は
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
個
人
的
心
情
の
変
化
。
古
丁
は
、
暗
闇
や
醜
悪
の
中
で
苦
悶
し
て
い
た

青
年
期
か
ら
立
ち
上
が
り
、
し
っ
か
り
と
「
明
日
」
へ
の
信
念
を
持
っ
て
着

実
に
前
へ
進
む
詩
人
へ
と
成
長
し
て
い
く
。『
奮
飛
』
の
刊
行
以
後
、
古
丁

は
、「
哲
学
」、
す
な
わ
ち
作
品
の
主
題
を
失
い
、
し
ば
ら
く
反
省
期
に
入

る
。
創
作
代
わ
り
に
手
が
け
た
夏
目
漱
石
『
こ
ゝ
ろ
』
の
翻
訳
で
は
、
原
作

に
忠
実
な
訳
を
徹
底
し
、
日
本
語
か
ら
語
彙
や
語
脈
を
漢
語
に
持
ち
込
む
、

い
わ
ば
漢
語
の
改
革
を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
丁
ら
と
の
論
争
を
通
じ

て
、
作
家
・
作
品
・
読
者
（
社
会
）
と
い
う
三
者
の
関
係
を
見
直
し
、
新
た

な
主
題
を
見
出
し
て
い
く
。
ま
ず
、
長
編
小
説
『
平
沙
』（
一
九
三
九
）
に
お

い
て
古
丁
は
、
冷
静
に
自
己
観
察
す
る
自
分
、
苦
悶
し
絶
望
に
陥
り
そ
う
な

自
分
、
独
歩
し
よ
う
と
決
意
す
る
自
分
を
、
三
人
の
登
場
人
物
に
そ
れ
ぞ
れ

托
し
、
そ
れ
ま
で
の
人
生
を
宿
命
と
信
じ
て
、
し
っ
か
り
前
へ
進
も
う
と
決

意
し
て
い
る
。『
浮
沈
』
に
も
似
た
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
後

に
、『
竹
林
』（
一
九
四
三
）
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
鏡
花
記
」（
一
九

三
九
）、「
盤
中
記
」（
一
九
三
九
）、「
花
園
」（
一
九
四
〇
）
等
の
創
作
に
つ

な
が
る
。
例
え
ば
、「
鏡
花
記
」
に
は
、
読
ん
で
く
れ
る
人
な
ど
い
な
い
と
思

い
込
み
、
自
分
の
心
血
を
注
い
だ
出
版
直
前
の
詩
集
を
燃
や
し
て
し
ま
う
主

的
植
民
地
「
満
洲
国
」
の
社
会
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
三
つ
目
は
盧
溝

橋
事
変
を
き
っ
か
け
に
開
始
さ
れ
た
日
中
全
面
戦
争
で
あ
る
。

一
方
、「
闘
い
」
の
方
向
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

① 

自
分
と
の
闘
い
。
酒
に
溺
れ
、
絶
望
に
陥
り
そ
う
な
自
分
と
の
闘
い
の
中

に
、
常
に
自
己
革
新
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
。

② 

「
鴛
鴦
蝴
蝶
派
」
を
代
表
と
す
る
旧
文
芸
へ
の
反
発
に
加
え
、
新
文
学
を
目

指
す
古
丁
ら
の
考
え
方
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
個
人
主
義
と
非
難
し
、「
郷
土
文

芸
」
に
関
す
る
論
争
相
手
で
も
あ
っ
た
、
山
丁
ら
と
の
闘
い
。

③ 

青
年
を
抑
圧
す
る
礼
教
を
中
心
と
し
た
、「
封
建
」
制
へ
の
反
発
。

④ 

農
村
を
荒
廃
さ
せ
、
都
市
に
流
れ
込
ん
だ
人
び
と
の
荒
ん
だ
生
活
を
生
み

出
し
て
い
る
、
産
業
五
カ
年
計
画
な
ど
の
「
満
洲
国
」
の
政
策
に
対
す
る

批
判
。

三
．
事
務
会
『
藝
文
志
』
時
代

三
八
年
九
月
を
最
後
に
『
明
明
』
が
停
刊
し
た
後
、
民
生
部
の
外
局
で
あ

る
満
日
文
化
協
会
の
後
援
に
よ
り
、
三
九
年
六
月
に
事
務
会
『
藝
文
志
』
が

創
刊
さ
れ
た
。
古
丁
が
、
長
編
小
説
『
平
沙
』、
散
文
詩
集
『
浮
沈
』
等
の
創

作
の
他
、
夏
目
漱
石
の
『
こ
ゝ
ろ
』
な
ど
の
翻
訳
で
活
躍
し
て
い
た
時
期
で

あ
る
。『
奮
飛
』
が
文
芸
盛
京
賞
を
、『
平
沙
』
も
民
生
部
大
臣
文
芸
賞
を
受
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生
活
を
経
て
、
大
き
な
心
境
の
変
化
を
見
せ
る
。
そ
れ
以
前
を
前
期
と
し
、

隔
離
生
活
か
ら
四
一
年
一
〇
月
に
芸
文
書
房
設
立
を
決
意
す
る
ま
で
を
後
期

と
す
る
。

古
丁
は
、
病
院
で
の
隔
離
生
活
を
通
し
て
、
文
化
レ
ベ
ル
の
低
い
民
衆
を

改
め
て
認
識
し
直
す
こ
と
に
な
る
。『
明
明
』
時
代
の
古
丁
は
、
農
村
を
題
材

と
す
る
小
説
を
書
い
て
も
、
民
衆
の
生
活
実
態
に
は
迫
れ
な
か
っ
た
。
実
際

に
民
衆
の
中
に
入
っ
て
暮
ら
し
た
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
に
気
づ
い
た
古
丁
は
、
文
学
と
文
化
人
の
役
割
を
見
つ
め
直
し
、
大
衆
の

文
化
レ
ベ
ル
を
高
め
る
た
め
の
翻
訳
や
創
作
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
決

意
す
る
。

な
お
、『
明
明
』
時
代
の
古
丁
は
、
時
に
権
力
者
と
の
緊
張
関
係
も
辞
さ
な

い
よ
う
な
反
抗
的
な
態
度
が
目
立
ち
、
隔
離
生
活
の
直
前
あ
た
り
か
ら
、
特

高
に
見
張
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
病
院
を
出
た
古
丁
は
、
満

洲
文
話
会
の
日
本
人
た
ち
に
急
に
冷
遇
さ
れ
、
孤
立
感
を
抱
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
官
庁
の
組
織
改
革
に
伴
い
、
満
日
文
化
協
会
と
の
関
係
が
断
た
れ
、

芸
文
志
事
務
会
の
活
動
も
継
続
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
ら
が
、
や
が
て
辞
職

に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
芸
文
書
房
時
代
初
期
の
翻
訳
と
創
作
に
結
び
付
い

て
い
く
。

四
一
年
一
月
、
検
閲
を
含
め
た
文
化
事
業
の
上
級
機
関
が
、
民
生
部
か
ら

国
務
院
弘
報
処
に
移
管
さ
れ
た
。
戦
時
体
制
の
情
報
・
宣
伝
活
動
の
一
元
化

の
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
三
月
に
は
『
芸
文
指
導
要
綱
』
が
発
表
さ
れ
る
。

人
公
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
転
換
」
に
は
、
毛
沢
東
「
持
久
戦
を
論
ず
」（
一
九
三
八
年

七
月
）
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
。
抗
日
戦
争
は
、
必
ず
中
国

が
勝
つ
、
そ
れ
ま
で
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
信
念
と
共
に
、

「
満
洲
国
」
を
切
り
離
す
こ
と
の
な
い
「
大
中
国
」
の
考
え
に
支
え
ら
れ
た
活

動
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

②
上
記
の
内
面
の
転
換
は
、
外
に
向
け
て
も
積
極
的
に
発
揮
さ
れ
た
。
民

生
部
の
外
局
で
あ
る
満
日
文
化
協
会
の
後
援
を
受
け
る
が
た
め
に
時
に
は
妥

協
し
な
が
ら
も
、
植
民
地
支
配
に
対
す
る
批
判
的
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
を
掲
載

し
、
文
学
の
プ
ラ
イ
ド
と
独
立
を
守
ろ
う
と
し
た
。

③
文
学
主
題
の
変
化
。
山
丁
ら
と
の
論
争
を
通
じ
て
、
作
家
・
作
品
・
社

会
と
い
う
三
者
の
関
係
を
振
り
返
る
な
ど
、
し
ば
ら
く
反
省
と
濫
読
期
に
入

る
。
そ
し
て
、
自
身
を
モ
デ
ル
に
し
た
青
年
知
識
人
の
内
面
や
生
活
へ
の
注

視
か
ら
、「
盤
中
記
」「
花
園
」
に
登
場
す
る
浮
浪
児
を
含
む
一
般
市
民
の
生

活
に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

「
漢
話
」
に
つ
い
て
は
、
母
語
に
よ
る
創
作
を
主
張
し
、
注
音
符
号
の
廃
止

に
反
対
す
る
論
陣
を
張
っ
た
点
に
、「
自
国
語
を
守
る
」
姿
勢
が
端
的
に
示
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
句
読
点
の
使
用
、
語
彙
の
開
拓
の
提
唱
、

漱
石
の
『
こ
ゝ
ろ
』
等
の
翻
訳
に
日
本
語
文
法
や
語
彙
を
取
り
入
れ
る
実
験

な
ど
、「
漢
話
」
を
豊
か
に
す
る
「
改
革
」
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
四
〇
年
一
〇
月
の
ペ
ス
ト
流
行
に
よ
る
病
院
で
の
隔
離
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れ
、
古
丁
訳
と
し
て
は
、
ガ
ル
シ
ン
作
「
ア
ッ
タ
レ
ー
ア
・
プ
リ
ン
ケ
プ

ス
」（
阿
忒
萊
・
蒲
靈
蒲
）
と
「
夢
が
た
り
」（
夢
談
）、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
「
給

仕
、
も
う
一
杯
」（
堂
倌
再
來
一
杯
）
を
収
録
。
前
年
一
一
月
に
は
ボ
ー
ド

レ
ー
ル
「
若
き
文
学
者
た
ち
へ
の
忠
告
」（
對
於
青
年
文
學
者
的
忠
告
）、
四

二
年
一
月
に
は
ア
ラ
ン
「
若
き
英
雄
ト
ル
デ
ィ
」
を
訳
出
し
て
い
る
が
、
す

べ
て
日
本
語
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
っ
た
。
訪
満
す
る
文
化
人
と
の
交
流
や
、

四
〇
年
二
月
に
政
府
派
遣
で
日
本
を
訪
れ
た
際
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
西

欧
文
芸
へ
の
視
野
が
開
け
た
結
果
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
漢
語
文
学
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
方
策
の
一
環
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

日
本
対
米
英
戦
が
開
始
さ
れ
て
し
ば
ら
く
、
太
平
洋
や
東
南
ア
ジ
ア
の
戦

闘
で
日
本
が
優
位
に
立
っ
て
い
た
時
期
の
古
丁
の
翻
訳
書
に
は
、
四
一
年
一

二
月
に
刊
行
さ
れ
た
中
島
健
蔵
著
『
学
窓
と
社
会
』（
芸
文
書
房
）
が
あ
る
。

若
者
に
向
け
て
、
正
し
い
社
会
状
況
の
認
識
と
適
切
な
行
動
を
促
す
目
的
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。

古
丁
は
、
英
雄
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
柔
軟
で
折
れ
な
い
意
志
を
持
つ
こ
と

に
影
響
を
受
け
、
歴
史
小
説
「
竹
林
」（『
麒
麟
』、
一
九
四
二
年
六
月
）
で

は
、
竹
林
賢
人
の
故
事
を
借
り
て
強
権
下
の
知
識
人
の
苦
悶
を
表
し
、
戦
時

中
の
「
満
洲
国
」
に
お
い
て
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
考
え
た
。
四
二
年
一

月
か
ら
『
新
満
洲
』
で
連
載
を
始
め
た
、ア
ラ
ン
著
「
若
き
英
雄
ト
ル
デ
ィ
」

も
青
年
向
け
と
思
わ
れ
る
が
、
若
き
英
雄
の
紹
介
を
通
し
て
、「
味
を
失
っ
た

塩
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
満
洲
「
原
野
」
の
中
か
ら
民
族
を
助
け
る
力
強
い

日
本
お
よ
び
台
湾
、
朝
鮮
に
お
け
る
総
力
戦
体
制
の
い
わ
ば
「
満
洲
国
」
版

で
、
文
化
組
織
の
一
元
化
を
図
り
、
統
制
色
を
強
め
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
古

丁
は
、
そ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
は
志
す
文
学
の
道
に
は
進
む
こ
と
が
で
き
な

い
と
考
え
、
仲
間
と
も
相
談
し
、
出
版
社
兼
書
店
の
経
営
を
決
意
す
る
。

四
．
芸
文
書
房
時
代

こ
の
時
期
は
、
芸
文
書
房
の
経
営
の
内
実
と
、
日
本
対
米
英
戦
争
下
に
お

け
る
「
満
洲
国
」
政
府
の
政
策
に
対
応
し
な
が
ら
、
古
丁
ら
が
い
か
な
る
言

論
活
動
を
行
っ
た
か
が
焦
点
と
な
る
。
特
に
、「
聖
戦
」
協
力
へ
の
姿
勢
が
、

日
本
優
位
の
時
期
と
、
敗
色
が
濃
く
な
っ
て
か
ら
で
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
か
が
注
目
さ
れ
る
。

四
一
年
一
〇
月
、「
背
水
」
の
陣
で
仲
間
た
ち
と
株
式
会
社
芸
文
書
房
を
創

設
し
、
計
算
が
苦
手
で
営
利
に
疎
か
っ
た
古
丁
が
社
長
に
就
任
す
る
。
印
刷

技
術
の
制
約
と
配
給
制
度
に
よ
る
紙
不
足
と
い
う
悪
条
件
の
下
、
民
度
を
向

上
さ
せ
、
国
民
の
読
書
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
面
白
く
、
し
か
も
知

識
の
普
及
や
生
活
に
役
立
つ
書
物
を
厳
選
し
て
販
売
し
、
さ
ら
に
中
国
の
古

典
や
地
元
作
家
の
作
品
集
な
ど
を
出
版
し
た
。
芸
文
書
房
は
、
営
利
目
的
で

大
衆
の
低
俗
趣
味
に
迎
合
し
た
り
、
上
海
な
ど
で
刊
行
さ
れ
た
本
を
翻
刻
し

た
り
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

芸
文
書
房
設
立
と
同
時
に
、
翻
訳
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
訳
叢
』
が
出
版
さ
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敵
」
と
戦
う
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
、
現
実
の
不
平
等
な
民
族
関
係
を
告
発
し

た
。「
下
郷
」（
一
九
四
四
年
九
月
）
で
は
、「
勤
労
増
産
」
体
制
の
視
察
に
赴

く
協
和
会
代
表
で
あ
る
「
私
」
の
目
を
通
し
て
、
集
団
出
荷
に
励
む
農
民
た

ち
の
姿
を
明
る
く
描
き
な
が
ら
も
、
農
民
の
具
体
的
な
個
々
の
要
求
に
応
え

ら
れ
な
い
官
吏
の
姿
勢
を
密
か
に
風
刺
し
て
い
る
。
ま
た
、
汪
精
衛
南
京
政

府
の
勢
力
圏
に
あ
っ
た
上
海
の
雑
誌
『
文
友
』
に
発
表
し
た
「
山
海
外
経
」

（
一
九
四
五
年
七
月
）
で
は
、「
米
英
撃
滅
」
を
テ
ー
マ
に
寓
話
的
風
刺
画
を

描
い
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
は
帝
国
主
義
に
よ
る
搾
取
へ
の
批
判
に
終
始
し

て
い
る
。
こ
れ
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
を
西
洋
帝
国
主
義
批
判
と
し
て

掲
げ
る
日
本
文
化
人
た
ち
の
や
り
方
を
借
用
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
日
本
帝
国
主
義
に
対
す
る
批
判
に
つ
な
げ
る
戦
略
で
あ
る
。

そ
の
他
、「
注
音
の
問
題
」（
聯
盟
『
藝
文
志
』
第
五
期
）
で
は
、「
満
洲

国
」
の
漢
語
注
音
符
号
の
禁
止
を
批
判
し
た
。「
民
族
協
和
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
利
用
し
て
漢
話
を
守
り
、
批
判
し
返
す
や
り
方
で
あ
る
。
さ
ら
に
古
丁

は
、
聯
盟
『
藝
文
志
』
を
通
し
て
、
自
民
族
の
民
度
を
高
め
る
た
め
の
様
々

な
提
言
を
行
う
と
共
に
、
文
学
の
面
白
さ
を
強
調
し
た
。

エ
ッ
セ
イ
「
青
年
の
責
任
」
に
は
、「
勤
労
増
産
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
借
り

て
、「
康
徳
文
化
」
の
特
徴
の
一
つ
を
青
年
の
技
術
練
成
と
し
、
日
本
人
か
ら

技
術
を
い
た
だ
こ
う
と
す
る
「
民
族
協
和
」
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ

に
は
、
日
本
が
引
き
上
げ
た
後
、
近
代
的
な
施
設
や
工
業
設
備
を
「
そ
っ
く

り
そ
の
ま
ま
頂
戴
」
し
、
管
理
運
営
し
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え

英
雄
の
誕
生
を
期
待
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
他
に
、『
米
英
東
亜
侵
略
史
』

（
一
九
四
二
年
四
月
）
を
翻
訳
し
、
日
本
側
の
「
大
東
亜
戦
争
」
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
一
般
に
紹
介
し
て
い
る
。

「
満
洲
国
」
建
国
一
〇
周
年
の
祝
賀
や
「
第
二
建
国
」
の
呼
び
か
け
、「
民

族
協
和
」
の
声
の
高
ま
り
の
中
、
古
丁
は
長
期
戦
を
予
測
し
、「
第
一
建
國
か

ら
第
二
建
國
へ
」（
一
九
四
二
年
三
月
）
を
執
筆
す
る
。「
満
人
」
全
体
に
向

け
、
傍
観
的
な
態
度
を
反
省
し
、
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
み
、
日
本
人
に

対
し
腹
蔵
な
く
発
言
し
よ
う
、
な
ど
と
呼
び
か
け
た
。
そ
の
内
容
は
、
政
府

に
対
し
、「
満
人
」
の
発
言
権
と
参
政
権
、
そ
し
て
、
対
等
な
「
民
族
協
和
」

実
現
の
要
求
を
突
き
付
け
る
も
の
だ
っ
た
。

古
丁
は
ま
た
、
三
度
に
わ
た
っ
て
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
参
加
し
て
い

る
。
国
策
通
り
に
「
日
本
は
太
陽
」
な
ど
各
種
の
発
言
を
行
い
な
が
ら
、
第

二
回
大
会
（
一
九
四
八
年
八
月
）
で
は
、
国
立
編
訳
館
の
設
立
を
提
案
し
、

対
等
な
関
係
の
実
現
を
要
求
し
た
。
こ
れ
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
に

沿
っ
た
も
の
で
、「
民
族
協
和
」
を
進
め
よ
う
と
す
る
勢
力
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
よ
り
、
大
会
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

日
本
の
敗
色
が
濃
く
な
る
に
し
た
が
い
、
古
丁
の
「
満
洲
国
」
政
府
へ
の

協
力
は
、
よ
り
積
極
さ
を
増
す
よ
う
に
見
え
る
。
が
、
同
時
に
、
政
府
に
対

す
る
批
判
も
強
め
、
戦
後
に
備
え
た
満
洲
自
力
建
設
へ
の
確
た
る
意
向
を
見

せ
て
い
る
。

「
新
生
」（
一
九
四
四
年
二
月
）
で
は
、
民
族
の
垣
根
を
越
え
て
「
共
通
の
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植
民
地
統
治
の
政
策
や
制
度
な
ど
へ
の
批
判
を
行
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
は
魯

迅
に
学
ん
だ
精
神
で
、「
文
学
の
使
命
」
を
読
者
の
改
造
に
お
き
、
現
実
社
会

へ
の
批
判
と
、
漢
語
と
文
学
改
良
に
努
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

古
丁
は
、
日
中
戦
争
の
開
始
以
降
、
と
り
わ
け
日
本
対
米
英
戦
争
の
長
期

化
に
対
し
覚
悟
を
固
め
た
際
に
は
、
厳
し
い
検
閲
に
引
っ
か
か
り
そ
う
な
表

現
は
極
力
避
け
、
日
本
の
神
道
崇
拝
に
賛
同
す
る
よ
う
な
態
度
さ
え
見
せ
て

い
る
。
協
力
か
抵
抗
か
、
と
考
え
る
な
ら
、
協
力
し
つ
つ
抵
抗
し
、
抵
抗
し

つ
つ
協
力
し
た
こ
と
に
な
る
。
日
本
人
が
実
権
を
握
る
「
満
洲
国
」
政
府
に

対
し
て
、
彼
は
自
分
の
考
え
を
貫
く
た
め
に
、
時
に
小
手
先
の
技
術
も
用

い
、「
面
従
腹
背
」
の
態
度
を
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
終
始
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
古
丁
の
態
度
は
、
表
面
の
み
従
い
、
裏
で
反
抗
す
る
の

と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
本
心
を
隠
し
て
相
手
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
乗
り
つ

つ
、
そ
れ
を
利
用
す
る
と
い
う
の
と
も
違
っ
て
い
た
。

古
丁
は
、「
満
洲
国
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
民
族
協
和
」
に
関
し
て
、

そ
の
通
り
実
現
さ
れ
る
べ
き
だ
と
本
心
か
ら
考
え
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ

れ
が
対
等
に
実
現
さ
れ
て
い
な
い
現
実
に
対
し
て
は
、
鋭
く
正
面
か
ら
批
判

す
る
態
度
を
一
貫
し
て
保
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
米
英
帝
国
主
義
に

対
す
る
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
に
つ
い
て
も
、
本
当
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
通
り

に
実
現
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
「
良
い
こ
と
だ
」
と
思
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
通
り
に
運
ぶ
な
ら
、
日
本
は
帝
国
主

義
を
捨
て
、
中
国
か
ら
出
て
行
く
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
古

ら
れ
る
。
熱
河
訪
問
記
「
西
南
雑
感
」（
一
九
四
四
年
七
月
）
で
は
、
熱
河
地

帯
を
い
ず
れ
ダ
ム
と
工
場
地
帯
に
変
え
る
夢
を
語
り
、
軍
隊
に
お
け
る
漢
民

族
系
と
朝
鮮
系
と
の
「
民
族
協
和
」
の
実
態
も
紹
介
し
て
い
る
。

以
上
、「
満
洲
国
」
時
代
の
古
丁
は
、
自
身
の
苦
悶
の
昇
華
と
し
て
文
学
活

動
を
開
始
し
、
新
文
学
の
建
設
の
た
め
に
旧
文
芸
と
闘
い
、
ま
た
「
郷
土
文

芸
」
派
と
の
論
争
も
行
っ
た
。
作
家
と
読
者
の
関
係
を
考
え
直
し
、
文
化
レ

ベ
ル
の
低
い
大
衆
に
と
っ
て
読
み
や
す
く
親
し
ま
れ
る
文
学
へ
と
い
う
変
化

も
見
ら
れ
る
一
方
で
、
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
根
本
的
な
立
場
も
保
持
し
て

い
た
。
そ
れ
は
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

①
「
民
族
協
和
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
利
用
し
て
、
漢
語
文
学
を
守
り
、
ま

た
、
漢
語
の
注
音
符
号
廃
止
か
ら
禁
止
へ
と
展
開
し
た
「
満
洲
国
」
の
国
語

政
策
を
批
判
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
、「
大
中
国
」
へ
の
帰
属
意
識
に
支
え
ら
れ

た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

②
漢
語
文
学
の
表
現
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
夏
目
漱
石
『
こ
ゝ
ろ
』
の

翻
訳
に
あ
た
っ
て
大
胆
と
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
実
験
を
し
た
他
、
西
欧
文
学

の
翻
訳
に
も
社
会
批
判
の
み
な
ら
ず
、
寓
話
的
な
手
法
を
見
せ
、
さ
ら
に
自

作
に
お
い
て
も
様
々
な
文
学
的
技
法
の
開
発
に
努
め
た
こ
と
。

③
知
識
人
の
苦
悶
と
堕
落
、
没
落
し
て
い
く
農
村
と
流
転
し
た
農
民
の
荒

ん
だ
生
活
、
礼
教
に
抑
圧
さ
れ
犠
牲
と
な
っ
た
女
性
、「
味
を
失
っ
た
塩
」
と

な
っ
た
人
び
と
な
ど
を
描
き
、「
満
洲
国
」
社
会
に
残
存
し
、
儒
教
復
活
に

よ
っ
て
か
え
っ
て
助
長
さ
れ
た
「
封
建
」
制
、
左
翼
へ
の
厳
し
い
取
締
り
、
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作
品
と
の
比
較
な
ど
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
中
華
民
国
と
比
較
し

た
場
合
、
日
本
支
配
下
に
お
け
る
「
満
洲
国
」
の
日
本
文
学
受
容
の
特
徴
が

現
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
長
谷
川
濬
に
よ
る
ロ
シ
ア
語
か
ら
日
本

語
へ
の
翻
訳
、
大
内
隆
雄
な
ど
に
よ
る
漢
語
か
ら
日
本
語
へ
の
翻
訳
も
大
き

な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
第
三
部
で
は
古
丁
の
創
作
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
、「
芸
文
志
派
」

の
創
作
に
も
多
少
触
れ
た
が
、
古
丁
の
作
品
に
は
、
島
崎
藤
村
の
「
新
生
」、

志
賀
直
哉
の
「
暗
夜
行
路
」
な
ど
、
日
本
の
文
学
作
品
か
ら
題
名
を
借
用
す

る
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
翻
訳

か
ら
出
発
し
た
作
家
で
あ
り
、「
転
向
小
説
」
や
「
私
小
説
」
へ
の
関
心
も
高

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
時
代
の
日
本
文
学
か
ら
の
影
響
を
さ
ら
に
考
察
す

る
こ
と
も
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

な
お
、
小
松
・
疑
遅
・
爵
青
・
王
秋
蛍
ら
の
作
品
の
調
査
と
そ
の
全
容
の

解
明
、
そ
し
て
、
思
想
的
傾
向
の
分
析
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。「
満
洲
国
」

の
「
満
人
」
作
品
と
在
満
日
本
人
作
家
の
作
品
の
比
較
、
な
ら
び
に
交
流
の

実
態
も
ま
だ
ま
だ
調
べ
尽
く
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
中
華
民
国
文
学
、
延
安

文
学
と
の
関
係
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

『
明
明
』
と
芸
文
志
事
務
会
、
芸
文
書
房
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
が
、「
満
洲
国
」
の
出
版
の
全
体
像
を
把
握
す
る
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
政
府
系
の
出
版
社
と
民
間
出
版
社
は
い
ず
れ
も
雑
誌
と
書
籍
を

出
版
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
か
、
ま
だ

丁
の
抱
き
続
け
た
「
大
中
国
」
の
夢
が
実
現
し
、
侵
略
者
の
残
し
た
も
の
を

「
そ
っ
く
り
頂
戴
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
。
古
丁
の
芯
の
強
さ
は
、
そ
の
よ
う

な
思
想
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
彼
は
独
自
の
や
り

方
で
「
抗
日
愛
国
」
を
貫
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

五
．
今
後
の
課
題
と
展
望

一
人
の
人
物
を
歴
史
的
環
境
の
中
に
置
き
、
そ
の
行
動
と
思
想
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
体
に
最
も
近
い
人
物
像
が
現
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
地
踏
査
や
当
事
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
他
、
徹
底
的

な
資
料
調
査
が
有
効
な
方
法
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
方
法
で
研
究
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
満
洲
国
」

文
化
の
特
徴
と
そ
の
全
体
像
を
解
明
す
る
上
で
、
個
々
の
具
体
的
な
研
究
を

さ
ら
に
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
丁
ら
作
家
た
ち
の
戦
後
の
動

向
の
調
査
研
究
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

同
時
に
、「
満
洲
国
」
の
翻
訳
・
創
作
・
出
版
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る

作
業
を
引
き
続
き
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
の
第
二
部
で
古
丁
の
翻

訳
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
が
、「
芸
文
志
派
」
お
よ
び
他
の
翻
訳
作
品

の
解
明
が
残
っ
て
い
る
。『
大
同
報
』
や
雑
誌
『
作
風
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品

を
含
め
て
、
満
洲
で
翻
訳
さ
れ
た
日
本
語
作
品
の
傾
向
や
、
そ
れ
ら
が
満
洲

文
壇
に
与
え
た
影
響
、
ま
た
、
同
時
期
に
中
華
民
国
で
翻
訳
さ
れ
た
日
本
語
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調
査
さ
れ
て
い
な
い
面
が
多
い
。
新
聞
掲
載
の
作
品
も
手
付
か
ず
で
あ
る
。

「
満
洲
国
」
に
は
、
朝
鮮
語
や
ロ
シ
ア
語
な
ど
の
出
版
物
も
あ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
性
格
と
そ
の
相
関
関
係
も
解
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
様
々
な
言

語
の
新
聞
相
互
の
関
係
に
踏
み
込
ん
だ
研
究
は
ま
だ
な
い
。

本
書
で
は
、「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
古
丁
の
思
想
の
変
遷
を
問
題
に
し

た
。
そ
の
た
め
、
戦
後
に
つ
い
て
は
、
よ
く
検
討
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

古
丁
お
よ
び
そ
の
時
代
の
知
識
人
の
近
代
史
を
書
く
た
め
に
は
、
戦
後
の
研

究
は
避
け
ら
れ
な
い
。
満
洲
の
場
合
、
一
九
四
五
年
の
ソ
連
軍
の
侵
入
か

ら
、
そ
の
後
の
共
産
党
軍
と
国
民
党
軍
交
替
時
の
情
況
、
一
九
四
九
年
の
中

華
人
民
共
和
国
成
立
初
期
、
右
派
闘
争
時
期
、
文
化
大
革
命
期
間
中
の
扱

い
、
そ
し
て
、
一
九
七
九
年
の
名
誉
回
復
ま
で
、
そ
の
歴
史
的
な
流
れ
の
中

の
近
代
知
識
人
の
浮
沈
を
検
討
す
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
以
上

を
、
今
後
の
課
題
と
し
て
記
し
て
お
く
。
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引
用
文
献
一
覧

『
こ
ゝ
ろ
』
夏
目
漱
石
著
、
岩
波
書
店
、
一
九
一
四
年

『
満
洲
国
官
吏
録
』
国
務
院
総
務
庁
人
事
処
編
纂
、
一
九
三
五
、
一
九
三
九
年

『
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
短
編
集　

頸
飾
外
七
編
』
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
著
・
前
田
晁
訳
、

岩
波
書
店
、
一
九
三
六
年

『
大
魯
迅
全
集
』
第
四
巻
、
改
造
社
、
一
九
三
七
年

『
一
知
半
解
』
古
丁
著
、
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年

『
奮
飛
』
古
丁
著
、
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年

『
火
光
』
百
霊
著
、
月
刊
滿
洲
社
、
一
九
三
八
年

『
浮
沈
』
古
丁
著
、
満
日
文
化
協
会
・
詩
歌
叢
刊
刊
行
会
、
一
九
三
九
年

『
心
』
夏
目
漱
石
著
・
古
丁
訳
、
満
日
文
化
協
会
、
一
九
三
九
年

『
新
京
案
内
』
永
見
文
太
郎
編
、
新
京
案
内
社
、
一
九
三
九
年

『
平
沙
』
古
丁
著
・
大
内
隆
雄
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
四
〇
年

『
平
沙
』
古
丁
著
、
満
日
文
化
協
会
、
一
九
四
〇
年

『
若
き
英
雄
ト
ル
デ
ィ
』
ヤ
ノ
シ
ュ
・
ア
ラ
ン
著
・
メ
ッ
ケ
ル
訳
、
第
一
書

房
、
一
九
四
〇
年

『
満
洲
新
文
学
史
料
』
王
秋
蛍
編
、
出
版
元
不
明
、
一
九
四
〇
年

『
学
窓
と
社
会
』
中
島
健
蔵
著
・
古
丁
訳
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年

『
譯
叢
』
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年
一
〇
月

『
満
洲
藝
文
年
鑑
』
満
洲
芸
文
聯
盟
、
満
洲
冨
山
房
、
一
九
四
二
年

『
譚
』
古
丁
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
二
年

『
米
英
東
亜
侵
略
史
』
大
川
周
明
著
、
第
一
書
房
、
一
九
四
二
年

『
文
学
と
大
陸
』
浅
見
淵
著
、
図
書
研
究
社
、
一
九
四
二
年

『
竹
林
』
古
丁
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
三
年

『
満
洲
作
家
論
集
』
陳
因
編
、
実
業
印
書
館
、
一
九
四
三
年

『
満
洲
文
學
二
十
年
・
序
』
大
内
隆
雄
著
、
国
民
画
報
社
、
一
九
四
四
年

『
草
梗
集
』
辛
嘉
著
、
興
亜
雑
誌
社
、
一
九
四
四
年

『
櫻
園
』
杜
白
雨
著
、
興
亜
雑
誌
社
、
一
九
四
四
年

『
高
村
光
太
郎
全
集
』
第
三
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
五
八
年

『
北
辺
慕
情
記
』
北
村
謙
次
郎
著
、
大
学
書
房
、
一
九
六
〇
年

『
漱
石
全
集
第
一
巻　

吾
輩
は
猫
で
あ
る　

六
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年

『
漱
石
全
集
第
二
巻　

短
篇
小
説
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年

『
魯
迅
全
集
』
第
四
巻
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
七
三
年

『
筑
摩
世
界
文
學
大
系
31
・
ゴ
ー
ゴ
リ
／
レ
ー
モ
ン
ト
フ
』
筑
摩
書
房
、
一
九

七
三
年

『
旧
植
民
地
文
学
の
研
究
』
尾
崎
秀
樹
著
、
勁
草
書
房
、
一
九
七
一
年

『
宮
本
武
蔵
』（『
吉
川
英
治
全
集
』
15
）
吉
川
英
治
著
、
講
談
社
、
一
九
八
〇

年『
八
十
路
─
杉
村
勇
造
遺
稿
集
─
』
杉
村
棟
編
、
文
化
印
刷
株
式
会
社
、
一
九

八
〇
年
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『
日
本
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
鈴
木
貞
美
著
、
平
凡
社
新
書
、
二
〇
〇
五

年『
紅
い
花
・
夢
が
た
り
』
ガ
ル
シ
ン
著
・
神
西
清
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
七

年
第
一
刷
発
行
、
二
〇
〇
六
年
改
版
第
一
刷
発
行

『
生
命
感
の
探
究
─
重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』
鈴
木
貞
美
著
、
作
品
社
、
二

〇
〇
七
年

そ
の
他
参
考
文
献

『
満
洲
國
と
協
和
會
』
満
洲
国
協
和
会
錦
州
弁
事
処
、
満
洲
評
論
社
、
一
九
三

五
年

『
満
洲
文
藝
年
鑑
』
Ⅰ　

青
木
実
編
、
Ｇ
氏
文
学
賞
委
員
会
、
一
九
三
七
年
、

復
刻
版　

西
原
和
海
解
題
、
葦
書
房
、
一
九
九
三
年

『
満
洲
藝
文
年
鑑
』
Ⅱ　

満
蒙
評
論
社
、
一
九
三
八
年
、
復
刻
版
、
同
前

『
満
洲
藝
文
年
鑑
』
Ⅲ　

満
洲
文
話
会
、
一
九
三
九
年
、
復
刻
版
、
同
前

『
大
達
茂
雄
』
大
達
茂
雄
傳
記
刊
行
会
、
一
九
五
六
年

『
転
向
記
』
三
部
、
山
田
清
三
郎
著
、
理
論
社
、
一
九
五
七
、
一
九
五
八
年

『
高
村
光
太
郎
』
吉
本
隆
明
著
、
春
秋
社
、
一
九
七
一
年

『
満
洲
建
国
の
夢
と
現
実
』
国
際
善
隣
協
会
編
、
謙
光
社
、
一
九
七
五
年

『
親
日
文
学
論
』
林
鐘
国
著
・
大
村
益
夫
訳
、
高
麗
書
林
、
一
九
七
六
年

『
回
想　

古
海
忠
之
』
古
海
忠
之
回
想
録
刊
行
会
、
一
九
八
四
年

『
左
聯
回
憶
録
・
上
下
』『
左
聯
回
憶
録
』
編
輯
組
編
、
中
国
社
会
科
学
院
文

学
研
究
所
、
一
九
八
二
年

『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集　

文
芸
戦
線
作
家
集
（
一
）』
新
日
本
出
版

社
、
一
九
八
五
年

『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』
第
一
〇
巻
、
小
学
館
、
一
九
八
九
年

『
二
心
集
』『
魯
迅
全
集
』
第
六
巻
、
竹
内
実
・
吉
田
富
夫
訳
、
学
習
研
究

社
、
一
九
八
九
年

『
偽
満
文
化
』
孫
邦
等
編
、
吉
林
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年

『
没メ
イ
フ
ァ
ー
ズ

法
子
北
京
』
東
野
大
八
著
、
蝸
牛
社
、
一
九
九
四
年

『「
明
明
」
の
思
い
出
』（
回
憶
《
明
明
》）
劉
遅
（
疑
遅
）
著
、
手
稿
、
一
九

九
五
年

『
古
丁
作
品
選
』
李
春
燕
編
、
春
風
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
五
年

『
帝
国
日
本
の
言
語
編
成
』
安
田
敏
朗
、
真
珠
社
、
一
九
九
七
年

『
梁
山
丁
研
究
資
料
』
遼
寧
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年

『
文
学
に
み
る
『
満
洲
国
』
の
位
相
』
岡
田
英
樹
著
、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
〇

年『
周
作
人
と
日
本
近
代
文
学
』
于
耀
明
著
、
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
一
年

『
旧
「
満
州
」
文
学
関
係
資
料
集
』（
一
・
二
）
大
村
益
夫
・
布
袋
敏
博
編
、

二
〇
〇
〇
、
二
〇
〇
一
年

『
満
洲
国
の
文
化
─
中
国
東
北
の
ひ
と
つ
の
時
代
』
西
原
和
海
・
川
俣
優
編
、

せ
ら
び
書
房
、
二
〇
〇
五
年
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『
蕭
軍
記
念
集
』
梁
山
丁
編
、
春
風
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
〇
年

『「
昭
和
」
文
学
史
に
お
け
る
「
満
洲
」
問
題
』
第
一
～
三
、
杉
野
要
吉
編
、

早
稲
田
大
学
教
育
学
部
杉
野
要
吉
研
究
室
、
一
九
九
二
年

『
帰
朝
者
・
荷
風
』
劉
建
輝
著
、
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年

『
日
本
報
国
会
─
大
東
亜
戦
争
下
の
文
学
者
た
ち
』
櫻
本
富
雄
著
、
青
木
書

店
、
一
九
九
五
年

『
東
北
現
代
文
学
大
系
』
第
一
四
集　

資
料
索
引
巻
、
瀋
陽
出
版
社
、
一
九
九

六
年

『
満
洲
崩
壊
─
「
大
東
亜
文
学
」
と
作
家
た
ち
』
川
村
湊
著
、
文
芸
春
秋
、
一

九
九
七
年

『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』
鈴
木
貞
美
著
、
作
品
社
、
一
九
九
八
年

『
中
国
淪
陥
区
文
学
大
系
』
広
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年

『
東
北
文
学
史
論
』
李
春
燕
編
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
八
年

『
爵
青
代
表
作
』
中
国
現
代
文
学
館
編
、
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
八
年

『
魔
都
上
海
─
日
本
知
識
人
の
「
近
代
」
体
験
』
劉
建
輝
著
、
講
談
社
、
二
〇

〇
〇
年

『
越
界
与
想
像
：
二
〇
世
紀
中
国
、
日
本
文
学
比
較
研
究
論
集
』
王
中
忱
著
、

中
国
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年

『
二
十
世
紀
中
国
的
日
本
翻
訳
文
学
史
』
王
向
遠
著
、
東
北
師
範
大
学
出
版

社
、
二
〇
〇
一
年

『
近
代
日
本
文
化
史
七　

総
力
戦
下
の
知
と
制
度
』
小
森
陽
一
他
編
、
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
二
年

『
近
代
日
本
と
植
民
地
七　

文
化
の
中
の
植
民
地
』
大
江
志
乃
夫
他
編
、
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
五
年

『
遠
き
に
あ
り
て
つ
く
る
も
の
─
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
思
い
・
こ
と
ば
・
芸

能
』
細
川
周
平
著
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
八
年

『
満
洲
─
交
錯
す
る
歴
史
』
玉
野
井
麻
利
子
編
・
山
本
武
利
監
訳
、
藤
原
書

店
、
二
〇
〇
八
年
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